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り、50 年間で 5 倍に増加した。50 歳の未婚率を生涯未婚
率というが、特に男性で上昇しており、しばらく一桁だ



















































































































































































































また、平成 4 年 9 月に新規入居者の募集を停止してい
るが、平成 24 年と平成 26 年に定期借家として再度募集
をかけており、それぞれ 4 人、8 人が加入している。平成
27 年 10 月の時点で、入居者は 64 名（男性 39 名、女性
25 名）、142 戸が空き住戸となっている。28 歳から 90
歳までおり、平均年齢は 61.4 歳となっている。なお、普
























路幅員が 4m（一部 4m 未満あり）と狭小であり、接道条
件が悪いことが影響している。金銭的な問題も関係して
いるだろう。既存住戸の家賃が 3 万円未満であるため、2

























































































































第 1段階 西 3,4 階空き住戸に 1,2 階男性 16 戸が仮移転1,2 階男子便所を女子用に仮改造
東 変更なし










トイレ シャワー /浴室キッチン大 キッチン小 洗濯機 洗面台戸数共用部のみフロア
住戸のある
フロア
0.05 - 1 0.02 0 - 0.12 0.28













0.07 - 1 0.25 0.16 0.16
0.08 - 1 0.25 0.10 0.16
0.13 - 1 0.28 0.19 0.13
0.15 - 1 0.23 0.15 0.15
0.13 - 1 0.29 0.13 0.17
0.08 - 1 0.31 0.17 0.10
0.13 - 1 0.37 0.19 0.17
0.05 - 1 0.23 0.19 0.17
0.06 - 1 0.28 0.29 0.29
0.13 - 1 0.26 0.26 0.35
0.04 - 1 0.24 0.21 0.22















































	 シェアハウスの主体となっている 20～30 代であり、そ
の多くの人がインターネットともに成長してきた。シェ
ア居住の実践者たちはこのような現代社会に物足りなさ
を感じ、生の感触を求めているのかもしれない。それが
無意識であっても、それは現代の人間関係の変化への対
処法としての、新たな住まい方の選択と言えるだろう。	
	 様々な年齢、職種の居住者とともに住むことが学ぶ場
になるという理由からシェア居住を選択している入居者
もいるように、シェアハウスは仮想の「地縁」を担って
いると言うことができるのではないか。また、そこにこ
そ高齢者が活躍する場が見出せるのではないだろうか。
時間がある高齢者にとっても、積極的に学ぶ姿勢を持っ
た若者にとっても、知識と経験の継承としてシェアハウ
スは最適であるように思う。しかし先に挙げた以外にも、
要介護になったしまった高齢者をどうするか、1～2 年の
スパンで身軽に入退去できることで新鮮な人間関係を構
築している現行のシステムをどうするかなど、依然とし
て課題は多い。まずはその成功例が必要になるだろう。	
	 このように、シェアハウスで体現される新たな仮想の
「地縁」は、未曾有の超高齢社会への対処法として有効な
概念であると考える。「地縁」を築くためには、そこに
居続けることがそうであるように、反復が不可欠である。
高齢者の入居が困難であっても、建築やシステムをデザ
インすることはできる。生活の共用部をシェアすること
でネットワークが構築されたように、居住だけに限らず
「シェア」という行為が人間関係を構築し、それが反復さ
れることで、仮想の「地縁」を創出する可能性を秘めて
いるのではないだろうか。	
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